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研究成果の概要（和文）： 

本研究の成果は以下の 3 点にまとめることができる。第 1 に、地方自治体の統計指標を
用いて抽出した地域ごとに、集合的有能感や地域住民の交流といった社会環境が中学生の
社会的逸脱行為ならびに向社会的行動に与える影響を検討した。第 2 に、集合的有能感や
共同体暴力経験が社会的逸脱行為に与える影響について、4 ヶ国 (日本、中国、韓国、米
国) の国際比較を行った。第 3 に、中学生や高校生、大学生のデータを比較し、子どもの
社会化がどのように発達するのかについて検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 This study investigated (a) effects of social environment (i.e., neighborhood collective efficacy 

and social interaction with community residents) on antisocial behavior and prosocial behavior of 

junior high-school students, (b) effects of collective efficacy and community violence exposure on 

antisocial behavior in four countries (i.e., Japan, China, Korea, and the United States), (c) 

developmental processes of socialization of adolescents. 
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１．研究開始当初の背景 

 現代の日本では、「健全で安心できる社会
の実現」と「教育力の再生」が解決すべき急
務の課題となっている。殺人をはじめとした
子どもによる凶悪な犯罪や非行、ないしは自
己の欲求充足を優先して周りの他者を不快
にさせる社会的迷惑行為は、増加の一途をた
どっている。 

こうした反社会的行為の凶悪化や社会的
迷惑行為の増加の背景には、複数の社会的要

因に起因する青年の社会化の失敗があると
考えられる。たとえば、(1) 共同体社会の崩
壊と生活空間の拡大により、相互監視システ
ムが機能しなくなったこと、(2) 情報化社会
への移行に伴い価値観の多様化が進み個人
の価値判断が優先されるように社会が変化
してきたことによって、青年に明確な規範意
識を内在化させることができなくなった、な
どが挙げられる。実際に、申請者たちは、社
会的情報処理の問題や自己制御機能の欠陥
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を修正することで、社会的逸脱行為ならびに
社会的迷惑行為を抑制する可能性を見出し
てきた (原田他, 2009; 吉田他, 20002, 2005; 

吉澤・吉田, 2004, 2005)。 

しかし一方で、社会的情報処理や自己制御
といった個人の社会化を反映する能力ない
し機能が、どのような要因によって形成また
は促進されるのかについては十分に検討さ
れていない。個人の社会化のあり方は、友
人・仲間集団との相互影響や学校場面におけ
る心理教育プログラムなどの近接的要因か
ら影響を受けるだけでなく、社会システムや
社会環境といった遠隔的要因によっても規
定されると考えられる。 

 本プロジェクトの目的は、家庭や学校など
の近接的要因、ならびに社会システムや社会
環境といった遠隔的要因も含めた多層的な
環境要因が、社会的情報処理や自己制御機能
に与える影響を解明することであった。これ
によって、ミクロな個別的対応とマクロな社
会システム的対応という双方の視点から、子
どもの反社会的な行動を減少させるための
施策の提案を目指した。 

 

２．研究の目的 

1. 吉澤・吉田 (2004) で提唱された因果モ
デルに基づき、単一の親友や仲間集団と
の相互影響過程が、社会的情報処理や社
会的逸脱行為傾向における主観的な認
知レベルで生じているのか、それとも客
観的な行動レベルでも起きているのか
を検討した。また本研究では、先行研究
と同様に、上記の相互影響が親友よりも
仲間集団との間で強くみられるかどう
かについても検討した。 

 

2. 地域共同体の肯定的側面である集合的
有能感、ならびに否定的側面である共同
体暴力が、反社会的行動の生起に及ぼす
影響を検討するため、以下の 3 つの仮説
を設定した。(a) 集合的有能感は効果的
な社会化を促進することで、反社会的行
動を抑制する。(b) 集合的有能感の欠如
は、効果的な地域環境の統制を困難にし、
共同体での暴力発生を増加させるため、
個人の反社会的行動を促進する。(c) 集
合的有能感の欠如は、反社会的行動に接
触する日常活動を増加させ、それらの行
動の生起頻度を高める。 

 

3. 地域住民との公的・私的な交流が、集合
的有能感 (非公式な社会的統制、社会的
凝集性・信頼) や社会的自己制御を媒介
して、社会的逸脱行為の悪質性を軽視す
る態度の抑制につながるかどうかを検
討するため、以下の 3 つの仮説を設定し
た。(a) 非公式な社会的統制は、地域住

民との私的な交流よりも公的な交流に
よって促進される、(b) 社会的凝集性・
信頼は、地域住民との公的な交流よりも
私的な交流によって促進される、(c) 地
域住民との交流は、集合的有能感を媒介
して社会的自己制御を促すだけでなく、
社会的自己制御を直接的に促すことで、
悪質性軽視の態度を抑制する。 

 

4. 社会的自己制御が問題行動に与える影
響は、行動抑制システム (BIS) や行動接
近システム (BAS)、エフォートフル・コ
ントロール  (EC) といった気質レベル
の自己制御による効果と弁別されるの
かどうかを検討した。具体的には、(a) 社
会的自己制御は社会的場面における問
題行動への予測力が高く、(b) 気質レベ
ルの自己制御は個人的な問題行動への
予測力が高いという仮説を設定した。 

 

5. 社会システムや文化が異なる 4 ヶ国 (日
本、韓国、中国、米国) を対象に、集合
的有能感や共同体暴力経験が社会的情
報処理に与える影響を検討した。 

 

6. 中学生から大学生までの青年期におい
て、社会的自己制御がどのように発達し
ていくのかを実証的に検討した。 

 

３．研究の方法 

1. 高校生 266名と中学生 153 名を分析対象
とした。いずれも質問紙調査を行い、社
会的情報処理 (吉澤・吉田, 2004) や社会
的逸脱行為を測定した。 

 

2. 大学生に質問紙調査を実施し、503 名を
分析対象とした。集合的有能感を測定す
るため、提唱者である Sampson et al. 

(1997) の理論的定義に従い、独自に尺度
を作成した。その他に、社会的情報処理 

(吉澤・吉田 , 2004) や社会的自己制御 

(原田他, 2008) などを測定した。 

 

3. 中学生に質問紙調査を実施し、2763 名を
分析対象とした。地域住民との公的・私
的な交流や集合的有能感 (吉澤他, 2009)、
社会的逸脱行為の悪質性を軽視する態
度などを測定した。 

 

4. 質問紙調査を行い、高校生 199 名、大学
生 429 名を分析対象とした。社会的自己
制御 (原田他, 2008) や BIS/BAS、EC、
各種の問題行動を測定した。 

 

5. 各国の大学生に質問紙調査を実施し、日
本 585 名、韓国 344 名、中国 265 名、米
国 84 名を分析対象とした。集合的有能



 

 

感 (吉澤他, 2009) や共同体暴力経験、社
会的情報処理 (吉澤・吉田, 2004) などを
測定した。 

 

6. 質問紙調査を行い、中学 1・2 年生 4163

名、高校 1・2 年生 782 名、大学生 955

名を分析対象とした。社会的自己制御 

(原田他, 2008) の下位因子である自己主
張、持続的対処・根気、感情・欲求抑制
の 3 つを測定した。 

 
４．研究成果 
1. 構造方程式モデリングによる分析の結

果、仮説が支持された。親友や仲間集団
との相互影響過程は行動レベルよりも
認知レベルで生じており、特に仲間集団
との相互影響が個人の社会的逸脱行為
傾向を高めていることが示された。さら
に、親友と仲間集団との間で、異なる知
見が得られた。単一の親友との相互影響
は、個人が逸脱的な他者を親友として意
図的に選択することを示していた。一方
で、仲間集団との相互影響は、個人が仲
間集団から逸脱性のトレーニングを受
けていることを示唆していた。 

 

2. 構造方程式モデリングによる分析の結
果、仮説は支持された。集合的有能感は、
直接的ではなく、社会化指標を媒介して
間接的に反社会的行動に影響すること
が確認された。住民間の信頼や絆を醸成
することが、地域の問題に対処するため
の具体的方法  (子どもへの関わり方な
ど) のトレーニングや連携システムの構
築方法の学習につながり、子どもの社会
化や反社会的行動の減少を可能にする
ことが示唆された。またその前提として、
集合的有能感を醸成するような交流の
機会を地域住民たちに提供することは、
必要不可欠といえる。 

 

3. 構造方程式モデリングによる分析の結
果、仮説が支持された。地域住民との交
流は、集合的有能感を媒介して間接的に
社会的自己制御を高めるととともに、直
接的に社会的自己制御を促進すること
で、社会的逸脱行為の悪質性を軽視させ
ないようにすることが示された。また、
地域住民との交流、特に公的な交流が欠
如しているという現状を実証的にとら
えた点でも、本知見は意義深い。 

 

4. 階層的重回帰分析の結果、仮説はおおむ
ね支持された。社会的自己制御による独
自の効果は、衝動的購買行動や摂食障害
傾向といった個人的問題行動よりも、迷
惑行為や逸脱行為といった社会的問題

行動に対して強いことが示された。今後
は、本研究で扱わなかったものも含め、
さまざまに提唱されている自己制御概
念を整理する必要がある。 

 

5. 階層的重回帰分析の結果、韓国や中国、
米国において、社会システムに関わる指
標をコントロールしてもなお、集合的有
能感ならびに共同体暴力経験は社会的
逸脱行為や攻撃的な信念などを抑制す
ることが示された。しかし、日本では、
集合的有能感や共同体暴力経験の効果
はそれほど強くないという文化差が認
められた。 

 

6. 社会的自己制御の 3つの下位因子ごとに
分散分析を行った結果、自己主張は大学
1・2 年時に一旦下降することが示された。
持続的対処・根気は、高校 1 年生のとき
に顕著に低くなっていた。感情・欲求抑
制は中学生から大学生にかけて徐々に
発達していく様相がみられた。 
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